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■1 概要 

  ・本ユニットは、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）を搭載した、トーンプロセッサユニットです。 

  ・ＯＮ／ＯＦＦ信号やシリアルデータと、トーン信号を相互に変換します。 

 

■２ 特長 

  ・電源電圧は、ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖの範囲で使用できます。 

  ・設定の変更により、ＤＴＭＦエンコーダー／デコーダーやＦＳＫモデムとして使用できます。 

（弊社で設定の変更を行なうときは、別途設定変更手数料が必要になります。） 

 

■３ 添付品 

  ・ＪＳＴ ＸＨＰ－８ （ＣＮ６用ハウジング）    ×１ 

  ・ＪＳＴ ＸＨＰ－１０ （ＣＮ４用ハウジング）    ×１ 

  ・ＪＳＴ ＢＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ （ＣＮ４・ＣＮ６用コンタクト） ×１８ 

 

■４ 仕様 

 ◇使用環境 

  動作温度範囲  ・・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

  動作湿度範囲  ・・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

 ◇電源部 

  電源電圧範囲  ・・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ（最大ＤＣ３０Ｖ） 

  サージ電流耐量  ・・・・・・・・・・・・ ２Ａ（８／２０μｓ） 

  エネルギー耐量  ・・・・・・・・・・・・ ２０ｍＪ（２ｍｓ） 

  消費電流  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９０ｍＡ以下（ＤＣ５Ｖ、無負荷）、４０ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷） 

 ◇ロジックインターフェース部 

 （ＣＮ４の№２～９が制御入力、マトリックス入力、ＦＳＫモデムやシリアルインターフェース入出力の場合） 

  入力ローレベル電圧範囲  ・・・・・ ０．０Ｖ～０．５Ｖ 

  入力ハイレベル電圧範囲  ・・・・・ ３．２Ｖ～２４Ｖ 

  入力プル・アップ抵抗  ・・・・・・・・ ３．３ＫΩ±５％ 

  出力ローレベル電圧  ・・・・・・・・・ ０．５Ｖ以下（２ｍＡ負荷） 

  出力ハイレベル電圧  ・・・・・・・・・ ２．４Ｖ以上（２００μＡ負荷） 

 ◇制御入力部（ＣＮ６の№１） 

  入力ローレベル電圧範囲  ・・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

  入力ハイレベル電圧範囲  ・・・・・ ２．７Ｖ～５．０Ｖ 

  入力プル・アップ抵抗  ・・・・・・・・ １０ＫΩ±５％ 

 ◇ドライバー出力部（ＣＮ４の№２～９が制御出力の場合と、ＣＮ６の№３） 

  許容負荷電圧  ・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

  許容ＯＮ電流  ・・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ 

  ＯＮ抵抗  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

 ◇信号インターフェース部 

  許容入力電圧  ・・・・・・・・・・・・・ ±７５Ｖ（差動電圧）、±１５０Ｖ（同相電圧） 

  入力検出電圧範囲  ・・・・・・・・・ ６ｍＶｒｍｓ～７７５ｍＶｒｍｓ、－４２ｄＢｍ～０ｄＢｍ（６００Ω換算） 

  入力インピーダンス  ・・・・・・・・・ １ＭΩ以上 

  許容出力バイアス電圧  ・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

  最大出力電圧  ・・・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 

  出力インピーダンス  ・・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 

 ◇外形寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ ２８ｍｍ × Ｄ ５０ｍｍ × Ｈ １０ｍｍ （コネクタ挿入時は、Ｈ１４ｍｍ） 

  

◇オプション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ＫＢ－９６Ｖ（マトリクスキーボード） 
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    図４－１ 基板寸法図                図４－２ コネクタ（ＣＮ）・ディップスイッチ（Ｓ）配置図 
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    図４－３ ブロック図
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■５ コネクタの用途 

本ユニットには、電源入力及び制御入・出力用の１０Ｐコネクタ（ＣＮ４）と、信号入・出力用の８Ｐコネクタ（ＣＮ６）があります。 

ＣＮ４は、ディップスイッチの選択やコマンド入力で、３種類の用途に変更できます。 

※ファームウェア書き込み用コネクタ（ＣＮ５）は、使用しないで下さい。 

表５－１ ＣＮ４ [制御入・出力用として設定] した場合 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ 制御入・出力１（ローグループ） グループ別に、制御入力と制御出力を選択できます。 

３ 制御入・出力２（ローグループ） 〃 

４ 制御入・出力３（ローグループ） 〃 

５ 制御入・出力４（ローグループ） 〃 

６ 制御入・出力５（ハイグループ） 〃 

７ 制御入・出力６（ハイグループ） 〃 

８ 制御入・出力７（ハイグループ） 〃 

９ 制御入・出力８（ハイグループ） 〃 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

表５－２ ＣＮ４ [マトリックス入力用として設定] した場合 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ スキャン入力１ ＣＯＬ３  ｛Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ｝ 

３ スキャン入力２ ＣＯＬ２  ｛３、６、９、＃｝ 

４ スキャン入力３ ＣＯＬ１  ｛２、５、８、０｝ 

５ スキャン入力４ ＣＯＬ０  ｛１、４、７、＊｝ 

６ スキャン入・出力５ ＲＯＷ３  ｛＊、０、＃、Ｄ｝ 

７ スキャン入・出力６ ＲＯＷ２  ｛７、８、９、Ｃ｝ 

８ スキャン入・出力７ ＲＯＷ１  ｛４、５、６、Ｂ｝ 

９ スキャン入・出力８ ＲＯＷ０  ｛１、２、３、Ａ｝ 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

表５－３ ＣＮ４ [ＦＳＫモデム入・出力／シリアルインターフェース入・出力用として設定] した場合 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ ＲｘＤ（受信データ出力） 
ワンチップマイコン等やオプション（ＲＳ－２３２Ｃ９Ｐ）を使用し、 

一般的なパソコンに接続します。 

３ ＣＴＳ（送信許可出力） 〃 

４ ＤＳＲ（送信データあり出力） 〃 

５ ＤＣＤ（キャリア検出出力） 〃 

６ ＲＩ（被呼検出出力） 〃 

７ ＴｘＤ（送信データ入力） 〃 

８ ＲＴＳ（送信要求入力） 〃 

９ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力） 〃 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 
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表５－４ ＣＮ６ 信号インターフェース 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力） ＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間は、信号出力を遅延します。 

２ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

３ ＰＴＴ（信号出力中出力） 信号出力中ＯＮ（０Ｖ）になり、それ以外はＯＦＦ（オープン）になります。 

４ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

５ ＡＯＵＴ（トーン信号出力）  

６ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

７ ＡＩＮ＋（トーン信号＋入力） 差動アンプ（＋）になっています。 

８ ＡＩＮ－（トーン信号－入力） 差動アンプ（－）になっています。必要ないときは、ＡＧＮＤに接続して下さい。

 

 

 

 

 

■６ ディップスイッチの用途 
本ユニットには、設定により動作変更が可能な、４回路ディップスイッチ（Ｓ１）があります。 

予め、用途に応じて、動作選択をカスタマイズしたものを出荷可能（別途設定変更手数料が必要）ですが、 

できるだけ設定を変更することなく、各種用途で使用可能な、標準動作について以下に示します。 

表６－１に設定・機能の一覧を示し、以降順次個別の説明をします。 

 

表６－１ ４回路ディップスイッチ（Ｓ１）による標準動作選択 

ディップスイッチ№と４回路のON/OFF 設定 

№ １ ２ ３ ４ 
ＣＮ４の用途 

動   作 

（詳細は次ページ以降に順次解説） 

０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ シリアルインターフェース入・出力 シリアルインターフェース 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） バイナリ（ＤＴＭＦ組み合わせ出力） 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） ワンプッシュ（ＤＴＭＦ） 

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） ワンプッシュラッチ（ＤＴＭＦ） 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） メモリー照合ラッチ（ＤＴＭＦ） 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） メモリー照合ワンショット（ＤＴＭＦ） 

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） メモリー照合ラッチ（ＦＳＫ） 

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ８回路制御出力 （２～９番ピン） メモリー照合ワンショット（ＦＳＫ） 

８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ８回路制御入力 （２～９番ピン） 入力変化よるメモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ）

９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ８回路制御入力 （２～９番ピン） 入力変化よるメモリーエンコーダー（ＦＳＫ） 

１０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 
４回路制御出力 （№２～５） 

４回路制御入力 （№６～９） 

メモリー照合ラッチ（ＤＴＭＦ） 

入力変化よるメモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ）

１１ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 
４回路制御出力 （№２～５） 

４回路制御入力 （№６～９） 

メモリー照合ラッチ（ＦＳＫ） 

入力変化よるメモリーエンコーダー（ＦＳＫ） 

１２ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ マトリックス入力 メモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ） 

１３ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ マトリックス入力 メモリーエンコーダー（ＦＳＫ） 

１４ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ マトリックス入力 ワンプッシュエンコーダー（ＤＴＭＦ） 

１５ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ マトリックス入力 ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖによる設定 
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◆シリアルインターフェース動作 

 

 ディップスイッチ№０     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 

ワンチップマイコン等や一般的なパソコンから、コマンドやリザルトコードにより、トーン信号の発生、トーン信号の検知

（最大２周波数）、ＤＴＭＦ信号の発生、ＤＴＭＦ信号の検知、ＦＳＫ信号の発生、ＦＳＫ信号の検知と各種設定変更が行

なえます。また、ＦＳＫ信号によるキャラクタのやり取り（データ通信）にも対応しています。 

信号の発生、信号の検知やデータ通信の詳細は、リファレンスマニュアルを参照して下さい。 

※パソコンとの接続には、オプションのＲＳ－２３２Ｃインターフェースユニット（ＲＳ－２３２Ｃ９Ｐ）が必要です。 

また、ＲＳ－２３２Ｃストレートケーブルや変換アダプタ（ＵＳＢ－ＣＯＭ）等が必要なパソコンがあります。 

 

 

 ◆バイナリ（ＤＴＭＦ組み合わせ出力）動作 

 

 ディップスイッチ№１     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 

検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－２ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＤＴＭＦ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 

２ Ｄ１ 
検知したＤＴＭＦ信号によって変化します。 

（表６－３ ＤＴＭＦ信号とバイナリＤ１～Ｄ４の関係を参照して下さい） 

３ Ｄ２ 〃 

４ Ｄ３ 〃 

５ Ｄ４ 〃 

６ ＤＶ ＤＴＭＦ信号を検知している間のみＯＮになります。 

７   

８   

９   

 

 

表６－３ ＤＴＭＦ信号とバイナリＤ１～Ｄ４の関係 

ＤＴＭＦ信号 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ ＤＴＭＦ信号 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 

‘Ｄ’ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘８’ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ

‘１’ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘９’ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ

‘２’ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘０’ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

‘３’ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘＊’ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

‘４’ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘＃’ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

‘５’ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ａ’ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

‘６’ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｂ’ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ

‘７’ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｃ’ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ
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◆ワンプッシュ（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№２     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 

ＤＴＭＦ信号を検知している間のみ、ＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮします。 

ＤＴＭＦ信号を検知していないときは、全ての制御出力がＯＦＦになります。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－４ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＤＴＭＦ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 

２ ‘１’ ＤＴＭＦ信号の‘１’を検知している間のみＯＮになります。 

３ ‘２’ ＤＴＭＦ信号の‘２’を検知している間のみＯＮになります。 

４ ‘３’ ＤＴＭＦ信号の‘３’を検知している間のみＯＮになります。 

５ ‘４’ ＤＴＭＦ信号の‘４’を検知している間のみＯＮになります。 

６ ‘５’ ＤＴＭＦ信号の‘５’を検知している間のみＯＮになります。 

７ ‘６’ ＤＴＭＦ信号の‘６’を検知している間のみＯＮになります。 

８ ‘７’ ＤＴＭＦ信号の‘７’を検知している間のみＯＮになります。 

９ ‘８’ ＤＴＭＦ信号の‘８’を検知している間のみＯＮになります。 

 

 

 

 

 ◆ワンプッシュラッチ（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№３     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 

検知したＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮし、それ以外の制御出力をＯＦＦします。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－５ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＤＴＭＦ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＤＴＭＦ信号の‘１’を検知するとＯＮになり、‘１’以外を検知するとＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＤＴＭＦ信号の‘２’を検知するとＯＮになり、‘２’以外を検知するとＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＤＴＭＦ信号の‘３’を検知するとＯＮになり、‘３’以外を検知するとＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＤＴＭＦ信号の‘４’を検知するとＯＮになり、‘４’以外を検知するとＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＤＴＭＦ信号の‘５’を検知するとＯＮになり、‘５’以外を検知するとＯＦＦになります。 

７ ‘６’ ＤＴＭＦ信号の‘６’を検知するとＯＮになり、‘６’以外を検知するとＯＦＦになります。 

８ ‘７’ ＤＴＭＦ信号の‘７’を検知するとＯＮになり、‘７’以外を検知するとＯＦＦになります。 

９ ‘８’ ＤＴＭＦ信号の‘８’を検知するとＯＮになり、‘８’以外を検知するとＯＦＦになります。 
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◆メモリー照合ラッチ（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№４     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 

検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－６ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＤＴＭＦ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＤＴＭＦ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、‘１＃’を検知するとＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＤＴＭＦ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、‘２＃’を検知するとＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＤＴＭＦ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、‘３＃’を検知するとＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＤＴＭＦ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、‘４＃’を検知するとＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＤＴＭＦ信号の‘５＊’を検知するとＯＮになり、‘５＃’を検知するとＯＦＦになります。 

７ ‘６’ ＤＴＭＦ信号の‘６＊’を検知するとＯＮになり、‘６＃’を検知するとＯＦＦになります。 

８ ‘７’ ＤＴＭＦ信号の‘７＊’を検知するとＯＮになり、‘７＃’を検知するとＯＦＦになります。 

９ ‘８’ ＤＴＭＦ信号の‘８＊’を検知するとＯＮになり、‘８＃’を検知するとＯＦＦになります。 

 

 

 

 

 

 ◆メモリー照合ワンショット（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№５     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 

検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力を１０秒間のみＯＮします。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－７ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＤＴＭＦ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＤＴＭＦ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＤＴＭＦ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＤＴＭＦ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＤＴＭＦ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＤＴＭＦ信号の‘５＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

７ ‘６’ ＤＴＭＦ信号の‘６＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

８ ‘７’ ＤＴＭＦ信号の‘７＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

９ ‘８’ ＤＴＭＦ信号の‘８＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 
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◆メモリー照合ラッチ（ＦＳＫ）動作 

 

 ディップスイッチ№６     （回路１・２．３・４  設定ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 

復調したＦＳＫ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－８ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＦＳＫ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＦＳＫ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、‘１＃’を検知するとＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＦＳＫ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、‘２＃’を検知するとＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＦＳＫ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、‘３＃’を検知するとＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＦＳＫ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、‘４＃’を検知するとＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＦＳＫ信号の‘５＊’を検知するとＯＮになり、‘５＃’を検知するとＯＦＦになります。 

７ ‘６’ ＦＳＫ信号の‘６＊’を検知するとＯＮになり、‘６＃’を検知するとＯＦＦになります。 

８ ‘７’ ＦＳＫ信号の‘７＊’を検知するとＯＮになり、‘７＃’を検知するとＯＦＦになります。 

９ ‘８’ ＦＳＫ信号の‘８＊’を検知するとＯＮになり、‘８＃’を検知するとＯＦＦになります。 

 

 

 

 

 ◆メモリー照合ワンショット（ＦＳＫ）動作 

 

 ディップスイッチ№７     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 

復調したＦＳＫ信号の組み合わせで、制御出力を１０秒間のみＯＮします。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

 

表６－９ ＣＮ４の出力と動作の関係 （ＣＮ６の 7 番ピンと 8番ピンよりＦＳＫ信号を入力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＦＳＫ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＦＳＫ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＦＳＫ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＦＳＫ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＦＳＫ信号の‘５＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

７ ‘６’ ＦＳＫ信号の‘６＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

８ ‘７’ ＦＳＫ信号の‘７＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 

９ ‘８’ ＦＳＫ信号の‘８＊’を検知するとＯＮになり、１０秒経過後ＯＦＦになります。 
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◆入力変化よるメモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№８     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 

制御入力の状態変化で、ＤＴＭＦ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

ＯＮはＧＮＤ（ローレベル）で、ＯＦＦはオープン（ハイレベル）です。 

 

表６－１０ ＣＮ４の入力と動作の関係 （ＣＮ４入力変化に対してＣＮ６の 5番ピンと 6 番ピンよりＤＴＭＦ信号を出力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘１＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘１＃’を出力

３ ‘２’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘２＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘２＃’を出力

４ ‘３’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘３＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘３＃’を出力

５ ‘４’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘４＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘４＃’を出力

６ ‘５’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘５＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘５＃’を出力

７ ‘６’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘６＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘６＃’を出力

８ ‘７’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘７＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘７＃’を出力

９ ‘８’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘８＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘８＃’を出力

 

 

 

 ◆入力変化よるメモリーエンコーダー（ＦＳＫ）動作 

 

 ディップスイッチ№９     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 

制御入力の状態変化で、ＦＳＫ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

ＯＮはＧＮＤ（ローレベル）で、ＯＦＦはオープン（ハイレベル）です。 

 

表６－１１ ＣＮ４の入力と動作の関係 （ＣＮ４入力変化に対してＣＮ６の 5番ピンと 6 番ピンよりＦＳＫ信号を出力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘１＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘１＃’を出力

３ ‘２’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘２＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘２＃’を出力

４ ‘３’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘３＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘３＃’を出力

５ ‘４’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘４＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘４＃’を出力

６ ‘５’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘５＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘５＃’を出力

７ ‘６’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘６＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘６＃’を出力

８ ‘７’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘７＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘７＃’を出力

９ ‘８’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘８＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘８＃’を出力
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◆メモリー照合ラッチ（ＤＴＭＦ）・入力変化よるメモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№１０     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 

・ＣＮ４の２～５番ピンは、検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

・ＣＮ４の６～９番ピンは、制御入力の状態変化で、ＤＴＭＦ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（ローレベル）で、ＯＦＦはオープン（ハイレベル）です。０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

 

表６－１２ ＣＮ４の入力と動作の関係 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＤＴＭＦ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、‘１＃’を検知するとＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＤＴＭＦ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、‘２＃’を検知するとＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＤＴＭＦ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、‘３＃’を検知するとＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＤＴＭＦ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、‘４＃’を検知するとＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘１＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘１＃’を出力 

７ ‘６’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘２＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘２＃’を出力 

８ ‘７’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘３＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘３＃’を出力 

９ ‘８’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘４＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘４＃’を出力 

 

 

 ◆メモリー照合ラッチ（ＦＳＫ）・入力変化よるメモリーエンコーダー（ＦＳＫ）動作 

 

 ディップスイッチ№１１     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 

・ＣＮ４の２～５番ピンは、復調したＦＳＫ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（０Ｖ）レベルで、ＯＦＦはオープンです。 

・ＣＮ４の６～9番ピンは、制御入力の状態変化で、ＦＳＫ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

ＯＮはＧＮＤ（ローレベル）で、ＯＦＦはオープン（ハイレベル）です。０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

 

表６－１３ ＣＮ４の入力と動作の関係 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動    作 

２ ‘１’ ＦＳＫ信号の‘１＊’を検知するとＯＮになり、‘１＃’を検知するとＯＦＦになります。 

３ ‘２’ ＦＳＫ信号の‘２＊’を検知するとＯＮになり、‘２＃’を検知するとＯＦＦになります。 

４ ‘３’ ＦＳＫ信号の‘３＊’を検知するとＯＮになり、‘３＃’を検知するとＯＦＦになります。 

５ ‘４’ ＦＳＫ信号の‘４＊’を検知するとＯＮになり、‘４＃’を検知するとＯＦＦになります。 

６ ‘５’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘１＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘１＃’を出力 

７ ‘６’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘２＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘２＃’を出力 

８ ‘７’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘３＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘３＃’を出力 

９ ‘８’ ＯＦＦからＯＮの変化を検知すると‘４＊’を出力し、ＯＮからＯＦＦの変化を検知すると‘４＃’を出力 
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◆メモリーエンコーダー（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№１２     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＮ） 

 

 

マトリックス入力（ＫＢ－９６Ｖ）で、ＤＴＭＦ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

ＯＮは、ＣＮ４の２～５番ピンの何れかと、ＣＮ４の６～９番ピンの何れかを接続した状態です。 

 

表６－１４ ＣＮ４の入力と動作の関係 

 （ＣＮ４の２～９番ピンのマトリクス入力に対してＣＮ６の 5 番ピンと 6 番ピンよりＤＴＭＦ信号を出力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 
ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 

５ と ９ ‘１’ ＯＮを検知すると‘１＊’を出力 ５ と ８ ‘４’ ＯＮを検知すると‘１＃’を出力 

４ と ９ ‘２’ ＯＮを検知すると‘２＊’を出力 ４ と ８ ‘５’ ＯＮを検知すると‘２＃’を出力 

３ と ９ ‘３’ ＯＮを検知すると‘３＊’を出力 ３ と ８ ‘６’ ＯＮを検知すると‘３＃’を出力 

２ と ９ ‘Ａ’ ＯＮを検知すると‘４＊’を出力 ２ と ８ ‘Ｂ’ ＯＮを検知すると‘４＃’を出力 

５ と ７ ‘７’ ＯＮを検知すると‘５＊’を出力 ５ と ６ ‘＊’ ＯＮを検知すると‘５＃’を出力 

４ と ７ ‘８’ ＯＮを検知すると‘６＊’を出力 ４ と ６ ‘０’ ＯＮを検知すると‘６＃’を出力 

３ と ７ ‘９’ ＯＮを検知すると‘７＊’を出力 ３ と ６ ‘＃’ ＯＮを検知すると‘７＃’を出力 

２ と ７ ‘Ｃ’ ＯＮを検知すると‘８＊’を出力 ２ と ６ ‘Ｄ’ ＯＮを検知すると‘８＃’を出力 

 

 

 ◆メモリーエンコーダー（ＦＳＫ）動作 

 

 ディップスイッチ№１３     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＮ） 

 

 

マトリックス入力（ＫＢ－９６Ｖ）で、ＦＳＫ信号の組み合わせ出力を行ないます。 

０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

ＯＮは、ＣＮ４の２～５番ピンの何れかと、ＣＮ４の６～９番ピンの何れかを接続した状態です。 

 

表６－１５ ＣＮ４の入力と動作の関係 

 （ＣＮ４の２～９番ピンのマトリクス入力に対してＣＮ６の 5 番ピンと 6 番ピンよりＦＳＫ信号を出力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 
ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 

５ と９ ‘１’ ＯＮを検知すると‘１＊’を出力 ５ と８ ‘４’ ＯＮを検知すると‘１＃’を出力 

４ と９ ‘２’ ＯＮを検知すると‘２＊’を出力 ４ と８ ‘５’ ＯＮを検知すると‘２＃’を出力 

３ と９ ‘３’ ＯＮを検知すると‘３＊’を出力 ３ と８ ‘６’ ＯＮを検知すると‘３＃’を出力 

２ と９ ‘Ａ’ ＯＮを検知すると‘４＊’を出力 ２ と８ ‘Ｂ’ ＯＮを検知すると‘４＃’を出力 

５ と７ ‘７’ ＯＮを検知すると‘５＊’を出力 ５ と６ ‘＊’ ＯＮを検知すると‘５＃’を出力 

４ と７ ‘８’ ＯＮを検知すると‘６＊’を出力 ４ と６ ‘０’ ＯＮを検知すると‘６＃’を出力 

３ と７ ‘９’ ＯＮを検知すると‘７＊’を出力 ３ と６ ‘＃’ ＯＮを検知すると‘７＃’を出力 

２ と７ ‘Ｃ’ ＯＮを検知すると‘８＊’を出力 ２ と６ ‘Ｄ’ ＯＮを検知すると‘８＃’を出力 
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◆ワンプッシュエンコーダー（ＤＴＭＦ）動作 

 

 ディップスイッチ№１４     （回路１・２・３・４  設定ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ） 

 

 

マトリックス入力（ＫＢ－９６Ｖ）で、ＯＮを検知している間のみ、対応するＤＴＭＦ信号出力を行ないます。 

０．１秒未満の状態変化には反応しません。 

ＯＮは、ＣＮ４の２～５番ピンの何れかと、ＣＮ４の６～９番ピンの何れかを接続した状態です。 

 

表６－１６ ＣＮ４の入力と動作の関係 

 （ＣＮ４の２～９番ピンのマトリクス入力に対してＣＮ６の 5 番ピンと 6 番ピンよりＤＴＭＦ信号を出力） 

ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 
ＣＮ４の 

ピン番号 信号名 動   作 

５ と９ ‘１’ ＯＮを検知している間‘１’を出力 ５ と８ ‘４’ ＯＮを検知している間‘４’を出力 

４ と９ ‘２’ ＯＮを検知している間‘２’を出力 ４ と８ ‘５’ ＯＮを検知している間‘５’を出力 

３ と９ ‘３’ ＯＮを検知している間‘３’を出力 ３ と８ ‘６’ ＯＮを検知している間‘６’を出力 

２ と９ ‘Ａ’ ＯＮを検知している間‘Ａ’を出力 ２ と８ ‘Ｂ’ ＯＮを検知している間‘Ｂ’を出力 

５ と７ ‘７’ ＯＮを検知している間‘７’を出力 ５ と６ ‘＊’ ＯＮを検知している間‘＊’を出力

４ と７ ‘８’ ＯＮを検知している間‘８’を出力 ４ と６ ‘０’ ＯＮを検知している間‘０’を出力 

３ と７ ‘９’ ＯＮを検知している間‘９’を出力 ３ と６ ‘＃’ ＯＮを検知している間‘＃’を出力

２ と７ ‘Ｃ’ ＯＮを検知している間‘Ｃ’を出力 ２ と６ ‘Ｄ’ ＯＮを検知している間‘Ｄ’を出力 

 

 

 ◆ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖによる設定動作 

 

 ディップスイッチ№１５     （回路１・２・３・４  設定ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ） 

 

 

ＤＴＭＦ信号やマトリックス入力で設定変更を行なうことができます。 

本機能を使用するときはＣＮ６のＡＯＵＴ1(トーン信号出力)にクリスタルイヤホンやアンプ付きスピーカーを接続します。 

 

コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 

コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

コマンドの受付が正常に完了すると、「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 

※マトリックス入力で設定を行なう場合、オプションのマトリックスキーボード（ＫＢ－９６Ｖ）が必要です。 

 

■７ 各種設定 

シリアルインターフェースやＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖによる設定で、信号の組み合わせや動作時間等を、カスタマイズ

できます。 

シリアルインターフェースで設定を行なう場合は、ＡＴコマンドを使用し、ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖで設定を行なう場合

は、‘０’～‘９’、‘＊’と‘＃’の組み合わせコマンドを使用します。 

 

※シリアルインターフェースは、９６００ｂｐｓ、パリティなし、ストップビット１、ＲＴＳ／ＣＴＳによるフロー制御です。 

※全てのコマンド操作は、ＡＴコマンドの場合は、「ＡＴ＆Ｗ」を、ＤＴＭＦ信号（ＫＢ－９６Ｖを使用して）で設定を行なう 

場合は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 
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◆信号の組み合わせ変更 

メモリー照合ラッチ（DTMF/FSK）、メモリー照合ワンショット（DTMF/FSK）、入力変化よるメモリーエンコーダー

（DTMF/FSK）やマトリックス入力によるメモリーエンコーダー（DTMF/FSK）は、全て同じメモリーを使用しています。 

信号の組み合わせは、対応するメモリー番号をコマンド入力することで、変更できます。 

 

・ＡＴコマンドの場合 

ＡＴ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ   （ｍｍ：メモリー番号、ｎｎ・・・ｎ：信号の組み合わせ） 

・ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖで設定を行なう場合 

ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ   （ｇｇ：メモリー番号、ｅｅ：信号の組み合わせ桁数、ｎｎ・・・ｎ：信号の組み合わせ） 

 

表７－１ 信号の組み合わせと対応するメモリー番号 

メモリー番号 ＯＮ信号の組み合わせ メモリー番号 ＯＦＦ信号の組み合わせ 

０１ １＊ １７ １＃ 

０２ ２＊ １８ ２＃ 

０３ ３＊ １９ ３＃ 

０４ ４＊ ２０ ４＃ 

０５ ５＊ ２１ ５＃ 

０６ ６＊ ２２ ６＃ 

０７ ７＊ ２３ ７＃ 

０８ ８＊ ２４ ８＃ 

 

例７－１） メモリー番号０１の「１＊」を、「＃１１」に、メモリー番号１７の「１＃」を、「＃１０」に変更する場合 

 「ＡＴ＆Ｚ０１＝＃１１」又は「０１０３＃１１」を入力し、ＯＮ信号の組み合わせを「＃１１」に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｚ１７＝＃１０」又は「１７０３＃１０」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを「＃１０」に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

例７－２） メモリー番号０２の「２＊」を、「１２３４」に、メモリー番号１８の「２＃」を、「＃」に変更する場合 

 「ＡＴ＆Ｚ０２＝１２３４」又は「０２０４１２３４」を入力し、ＯＮ信号の組み合わせを「１２３４」に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｚ１８＝＃」又は「１８０１＃」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを「＃」に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

例７－３） メモリー番号１９の「３＃」を、無しに変更する場合 

 「ＡＴ＆Ｚ１９＝」又は「１９００」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを無しに変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

◆ワンショット時間の変更 

メモリー照合ワンショット（DTMF/FSK）で、ＯＮ時間は、対応する制御時間メモリー番号をコマンド入力することで、変更

できます。 

 

・ＡＴコマンドの場合 

ＡＴ！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ （ｈｈ：制御時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：制御時間） 

・ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖで設定を行なう場合 

＃４７ｄｄｕｕｕｕｕ＊ （ｄｄ：制御時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：制御時間） 
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表７－２ 制御出力に対応する制御時間メモリー番号 

制御時間メモリー番号 ワンショット時間［秒］ 対応する制御出力 

００ １０ ＣＮ４の№２ 

０１ １０ ＣＮ４の№３ 

０２ １０ ＣＮ４の№４ 

０３ １０ ＣＮ４の№５ 

０４ １０ ＣＮ４の№６ 

０５ １０ ＣＮ４の№７ 

０６ １０ ＣＮ４の№８ 

０７ １０ ＣＮ４の№９ 

 
例７－４） 制御時間メモリー番号００の１０秒を、３０秒に変更する場合 

 「ＡＴ！Ｏ００＝３０」又は「＃４７００３０＊」を入力し、ワンショット時間を３０秒に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

例７－５） 制御時間メモリー番号０１の１０秒を、３分（１８０秒）に変更する場合 

 「ＡＴ！Ｏ０１＝１８０」又は「＃４７０１１８０＊」を入力し、ワンショット時間を３分に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

◆制御入力状態変化応答時間の変更 

入力変化よるメモリーエンコーダー（DTMF/FSK）、マトリックス入力によるメモリーエンコーダー（DTMF/FSK）と、 

ワンプッシュエンコーダー（DTMF）は、０．１秒未満の状態変化には反応しないようになっています。 

反応時間は、対応する制御入力状態変化応答時間番号をコマンド入力することで、変更できます。 

 

・ＡＴコマンドの場合 

ＡＴ！Ｉｈｈ＝ｕｕｕｕｕ   （ｈｈ：制御入力状態変化応答時間番号、ｕｕｕｕｕ：制御入力状態変化応答時間） 

・ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖで設定を行なう場合 

＃４６ｄｄｕｕｕｕｕ＊    （ｄｄ：制御入力状態変化応答時間番号、ｕｕｕｕｕ：制御入力状態変化応答時間） 

 

表７－３ 制御入力に対応する制御入力状態変化応答時間番号 

制御入力状態変化応答時間番号 制御入力状態変化応答時間［×０．０１秒］ 対応する制御入力 

００ １０ ＣＮ４の№２ 

０１ １０ ＣＮ４の№３ 

０２ １０ ＣＮ４の№４ 

０３ １０ ＣＮ４の№５ 

０４ １０ ＣＮ４の№６ 

０５ １０ ＣＮ４の№７ 

０６ １０ ＣＮ４の№８ 

０７ １０ ＣＮ４の№９ 

 

 例７－６） 制御入力状態変化応答時間番号００の０．１秒を、１秒に変更する場合 

  「ＡＴ！Ｉ００＝１００」又は「＃４６００１００＊」を入力し、制御入力状態変化応答時間を１秒に変更します。 

  「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 
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◆時間メモリーの変更 

入力変化よるメモリーエンコーダー（DTMF/FSK）とマトリックス入力によるメモリーエンコーダー（DTMF/FSK）は、状態

変化の検知後、０．２秒間、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）を監視し、オープン（ハイレベル）が継続すれば、ＰＴＴ（信号 

出力中出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにし、さらに１秒経過後に、信号の発生を行なうようになっています。 

ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間や、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにした後の、信号の発生遅

延時間設定は、対応する時間メモリーをコマンド入力することで、変更できます。 

 

※監視や遅延時間は、通信設備の応答時間を考慮した上で行なって下さい。 

また、監視や遅延時間は、０．０４秒以上にして下さい。 

 

・ＡＴコマンドの場合 

ＡＴ！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ   （ｈｈ：時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：監視や遅延時間） 

・ＤＴＭＦ信号／ＫＢ－９６Ｖで設定を行なう場合 

＃４１ｄｄｕｕｕｕｕ＊   （ｄｄ：時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：監視や遅延時間） 

 

表７－４ 制御入力に対応する制御入力状態変化応答時間番号 

時間メモリー番号 
監視や遅延時間 

［×０．０１秒］ 
用   途 

００ ２０ ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間 

０１ １００ ＰＴＴ（信号出力中出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにした後の、信号の発生遅延時間

 

例７－７） 時間メモリー番号００の０．２秒を、０．１秒に変更し、時間メモリー番号０１の１秒を、０．５秒に変更する場合 

 「ＡＴ！Ｅ００＝１０」又は「＃４１００１０＊」を入力し、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間を０．１秒に変更します。 

 「ＡＴ！Ｅ０１＝５０」又は「＃４１０１５０＊」を入力し、信号の発生遅延時間を０．５秒に変更します。 

 「ＡＴ＆Ｗ」又は「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 
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